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５－３ 駅前空間計画 

 

５－３－１ 駅前広場整備の方針 

駅前広場のあり方として、高槻の玄関口としての地域性の創出や、大阪・京都の中間地点という利

便性を活かした駅前広場整備の検討を行う。 

事業予定地には、関西大学をはじめ、大規模な商業施設などの立地が予定されていることから、学

生や来街者に対して、安全な歩行空間を確保するとともに憩い空間としての整備が求められる。 

また、高槻駅前線から上宮天満宮への眺望の確保、事業予定地への空間の広がりの確保など、眺望・

景観・シンボル性等に配慮したものとする。 

●新たな駅前広場機能 

⇒高速バス乗降場の確保 

⇒高槻市交通バリアフリー基本構想に基づく身体障害者用停車スペースの確保 

⇒眺望・景観・シンボル性の確保 

 

５－３－２ 駅前広場の検討 

（１）一体的施行における駅前広場の検討 

■当初事業者提案の駅前広場計画の検証 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業者提案の駅前広場計画の課題の整理 

 

 

 

・ 高速バスの軌跡を考える必要がある。 

・ タクシー待機スペースが現況（１５台）より少ない。 

課題：高速バスの右折と停止線が交差する。 
対策：区画道路の停止線を下げるか、交通島の歩
道部を狭くして区画道路を南側に寄せる。 
または、高速バスは直進のみとする。 

課題：タクシー待機スペー
スが現在より少ない。 
対策：車道の余裕やレイア
ウトを見直す必要がある。

駅前広場面積：約 4,400 ㎡ 
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■高槻駅北東地区駅前広場の必要面積算定 

 建設省指針（９８年式）に基づき、交通空間基準面積や、環境空間面積を計算し、当該駅前広場に

必要な面積を算出した。 

 

＜９８年指針による算定＞ 

バス関連 ８２㎡ 

タクシー関連 ８２㎡ 
自家用車関連 ６０㎡ 

停車場関連 ６００㎡ 
歩  道 ７７２㎡ 

交通処理のための車
道 

１２００㎡ 

交
通
空
間
基
準
面
積 

合   計 ２７９６㎡ 

◆計画諸元 
高速バスバース：１バース 
タクシーバース：乗降４バース 
タクシー停車場：２０台 
自家用車バース：３バース（身障者用１バース、

乗用車用２バース 

車道面積 ２０２４㎡ （＝交通空間基準面積－歩道面積） 
環境空間 ２０２４㎡ （環境空間比１：１） 

必要広場面積 ４０４８㎡ 2,024＋2,024=4,048㎡＜4,400㎡(事業者案) 

 

【参考１】駅前空間利用の実態調査概況 

駅前広場の検討を行うには、現状把握をする必要があり、平日、休日における交通量調査を実施し

た。 

 

(1)調査実施日【平日：平成 18年２月 23日(木) 晴】 

       【休日：平成 18年３月５日(日) 晴】 

(2)高槻駅前線交通量 

・高槻駅前線は南方向、北方向の交通量はほとんど変わらない。 

・車種別に見ると普通車が多く、南方向、北方向いずれも平日４００台、休日４５０台である。 

・タクシー利用は一日を通してあり、平休とも約２００台がカウントされている。 

(3)歩行者・自転車調査    

・西側、東側とも歩道の人の動きは多く、西武百貨店並びに三井住友銀行等の利用面から東側がさ

らに多くなっている。休日は、平日に比べ歩行者量は減少傾向を示している。 

平 日 休 日 
高槻駅前線 

北 行 南 行 北 行 南 行 

東側歩道 6,412 6,444 5,668 5,760 

西側歩道 4,296 5,000 2,876 3,108 

(※7時～20 時の歩行者・車椅子数) 

・東側、西側いずれも自転車利用は比較的多いが、違法駐輪は少ない。 

平 日 休 日 
高槻駅前線 

北 行 南 行 北 行 南 行 

東側歩道 1,516 932 892 824 

西側歩道 780 1,116 532 620 

(※7時～20 時の自転車数) 

 

(4)駅前広場利用 

・駅前広場の交通は、自宅からの送迎とタクシー利用がほとんどである。 

・タクシーの駐車台数は、平日で常時１０台程度溜まっており、休日では高槻駅前線上にタクシー

が待機することが数回あった（１０時－７台、１１時－５台、１２時－１台）。 
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【参考２】ＪＲ高槻駅の乗降客数の将来予測 

(1)平成１６年度乗降客数 

   ＪＲ高槻駅の乗降客数は、ＪＲ西日本調べにより、 

 平 日 休 日 

口別乗車比率 

（降車も同様） 
中央口：８５％  西口：１５％ 中央口：９０％  西口：１０％ 

平休乗車人員比率 

（降車も同様） 
１００％ 平日の約５０％ 

平均乗降人員 

（Ｈ16年度） 
約１２．３万人／日  

 

(2)高槻駅の将来乗降客数 

  ①将来乗降客数の算出の考え方 

   1)将来推計人口の年間減少率から、平成２８年度の１日平均乗降客数を推計する。 

     ○平成１６年度から平成２５年度の９年間で、高槻市の人口は 6,202人減少と推計されてい

る。 

        6,202人÷９年＝６８９人／年 

        689人÷354,211人（平成１６年度）＝0.001945 

    ○平成２８年度の乗降客数を推計すると、 

        総数：123,000人×（0.001945×12）＝２,８７０人 

           123,000人－2,870人＝１２０,１３０人 

   2)北東地区における発生集中交通量から、鉄道利用者増加分を推計する。 

     ○大規模開発交通計画マニュアルやパーソントリップデータを基に、施設別の原単位をベー

スに割引率、鉄道分担率、駅からの近さ（1.0～2.6）を考慮して施設別の発生集中交通量

（人）を算出し、ＪＲ利用率（0.5～0.7）を乗じてＪＲ利用者の増分を算出する。ただし、

算出のあたっては、各係数に幅があるため、ここでは最大値をもって算出する。 

           北東地区でのＪＲ利用者増分＝３９,０２８人 

 

  ②将来乗降客数 

      １２０,１３０人＋３９,０２８人＝１５９,１５８人 

 

 ＝＝＝＝    １５９１５９１５９１５９,,,,０００人０００人０００人０００人 

 

 

 


